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 CHs-Biz was administered daily (1,500 pg/day, for 4 to 24 weeks) to 26 infertile male 
patients who visited our clinic from January to December, 1982. It was not administered, 
however, to patients with azoospermia. 
   Semen analysis was conducted from 8 weeks after the administration f CHs-812. Sperm 
concentration increased in 10 cases (38.4%), total sperm counts increased in 14 cases  (53.8 
%), sperm motility increased in 13 cases  (50.  0%) and total motile sperm count increased 
in 13 cases  (50.  0%). Semen volume, however, could not be evaluated due to wide variation. 
   Serum LH, FSH and testosterone w re unchanged. 
   Judging by our criteria, 11 cases  (42.3  %) improved, 11 cases  (42.3  %) were unchanged 
and the remaining 4 cases  (15.4%) had aggravated. 




















が 知 られ て お り,CH3-B・2は生 体 内 で 補 酵 素 活 性 を
有す る といわ れ て い る3).最近,核 酸 代 謝 に関 与 して
い る といわ れ るCH3・B124)の男 子 不妊 症 に対 す る効
果 が 注 目され5・6),当科 に おい て もCH・-B・2を 男 子
不 妊患 者 に 使 用 し,若 干 の知 見 を 得 た の で報 告 す る。
対 象
対 象 は1982年1月か ら同年12月まで 当科 を受 診 した
男子 不 妊 症 患 者 の うち無 精 子 症 を 除 い た26例で,精 子
濃度Io×106/ml未満 の 高 度 乏精 子 症ll例,10×106/
ml以 上40×106/ml未満 の 軽 度 乏 精 子症11例,40×





































































4例 は 精 子運 動 率60%以下 であ った.患 者 年 齢 は25歳
か ら40歳,平 均31.4歳であ る.
投 与 方 法 はCH3-B!21,500μgldayを3分割 連 日
内服投与 し,投与期間は4週から24週,平均17.8週で
ある。投与開始前および,開 始後8週 以後に精液検査










1)精 子 濃 度(Fig.1)
投 与前 後 の精 子 濃 度 は,投 与 前 値 よ り増 加 した もの
が10例(38.4%)その うち有 効5例(19.2%)で あ っ
た,悪 化4例(15.4%)の うち1例 はvasoep三didy・
mostomy後の症 例 で,手 術 の影 響 もあ る と考 え られ
る.
2)総 精 子 数(Fig.2)
総 精 子 数 で は,投 与 後14例(53.8%)に増 加 が み ら
れ,投 与前 値 の50%以 上 の増 加 を 示 した もの が8例
(30.8%)にみ られ た.
3)精 子運 動 率(Fig.3)

















































































































向 は認 め なか った.
総 合判 定に て,有効11例(42.3%),不変11例(42.3
%),悪 化4例(15.4%)で あ った.
6)睾 丸容 量(Fig.6)
投 与 前 の 睾 丸 容量 を打 ち 抜 き式Orchidomcter7)
で 測 定 し,投 与 結 果 で比 較 した が,と くに 差 を認 め な
か った.
7)ホ ル モ ン(Fig。7,8)
投 与 前後 の末 梢 血 中 のLH,FSH,Testosterone
をR.IA法に て測 定 した が,投 与前 後 に お い て変 化 を
認 め な か った.ま た,投 与 前 の末 梢 血 中FSH値 を
有 効 例 と非有 効 例 で比 較 した が,平 均値 は ほ ぼ 同 じで
あ った.
8)効 果 判 定
(1)総合判 定(TableI)




有 効 例 の うち分 けは,精 子 濃 度 の み 改善2例(7。7
%),精 子運 動 率 の み 改善6例(23.1%),両 者 の 改 善










































B12は,下垂体系 内分泌学的 機序を 介したものでは
なく,直接精細胞系に核酸代謝を介して作用するもの
磯 山 ・ほ か 男 子 不 妊 症 ・Methylcobalamin 585
Table1.OverallresultsofCH3-B12administration
Overall resulヒ
1mproved Unchanged Deteriorated Total
NO.ofcases 11 1! 4 26













山 口大 学 医 学 部 泌 尿 器 科 学 教 室 に お い て,1982年1
月 か ら12月ま でに,男 子 不 妊 症 患 者26例にCH・-B,2
を投 与 し,効 果 を 検 討 した 結 果,数 子 数,精 子 濃 度,
精 子運 動 率,総 運 動 精 子 数 に 増 加 を 認 め,判 定 基 準 に
よ り,有 効11例(42.3%),不変11例(42.3%),悪化
4例(15.4%)で あ った ・
本稿の要旨は,1983年8月27日,第21回日本不妊学 会中
国 ・四国麦部総 会において報告 した・
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